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ANAウインドサーフィンワールドカップ横須賀・三浦大会同時開催

三浦海岸ウインター花火フェス2023

4年ぶりに三浦海岸の夜空を花火が彩りました。
たくさんのご来場、市民の皆様のご協力、

本当にありがとうございました。

11月10日(金)19:00から、三浦海岸で約３千発の花火が夜空を彩りました。
大会当日は朝から雨が降り続き、協会への問合せの電話も1,000本を超しましたが、市民の祈りも通じ
たのか開催時刻前には雨もピタリと上がり、晩秋の穏やかな気候のなか、無事開催の運びとなりました。
水中花火やスターマインのほか、スイカや大根など三浦らしい花火が夜空を彩り、人々を明るく照らしました。
来場者数は3万人でした。
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三浦海岸駅前フェス

ミウラガストロノミー研究会設立総会

三浦海岸花火フェス翌日から土日の2日間、三浦海岸駅前では「三浦半島マルシェ」を開催しました。
観光インフォメーションブースでは、市内観光案内をはじめ三浦市観光商品（武将印）販売、みうらレン
タサイクルご案内などを行いました。また、同時開催のウインドサーフィンワールドカップ横須賀・三浦大会
に合わせたウインドサーフィンPRブースも設置し、普段はなかなか間近で見ることができない本物のセイルや
ボード、初心者・キッズ向け体験ボードも展示しました。
出店エリアでは地元のトラック市のほか、キッチンカーやアウトドアアイテム販売に加えて三浦市唯一のクラフ
トビール「三浦ブルワリー」がイベント初出店するなど、多くの来街者で賑わいました。

備が進んでおり、今後、増加が見込まれる国内外の富裕層を対象としたサービスを充実させる必要があります。

三浦市の西部には古くから富裕層や著名人所有する別荘が存在しており、相模湾越しの富士山を望むこと
ができる景観は一部の富裕層や著名人から愛されてきた地域資源であります。

この地域資源と三浦市の農水産物が持つ素材の魅力、そして、地域で育まれた食文化を国内外の富裕層
をターゲットとした観光商品として造成し、これまでにない特別な食体験を提供することで、三浦ならではのガス
トロノミーツーリズムを創出し、新たな地域の魅力と富裕層が訪れるまちとなることによる 「あこがれ」の創出を図
りたいと考えております。

また、この取組と連動し、開発したメニューを一般社団法人三浦市観光協会が中心となって市内観光事業
者と共有し、三浦市全体で多面的に展開することにより、地域全体への裨益効果を高めたいと考えております。

三浦市におけるガストロノミーツーリズム(注1)の推進
を図るため、吉田市長を発起人代表とし、当協会会
長の草川が会長となる、「ミウラガストロノミー研究会」
の設立総会が11月7日(火)三浦市役所第2分館
で開催されました。

三浦市では、二町谷地区・城ヶ島西部地区におい
て国家戦略特区を活用した観光産業の競争力強
化と、国際的な経済活動拠点形成の推進を目的と
した国内外の富裕層をターゲットとした宿泊施設の整

(注1) ガストロノミーツーリズムとは、その土地の気候風土が生んだ食材・習慣・伝統 歴史などによ って育まれた食を楽しみ、 食文化に触れることを目的とした
ツーリズムと定義されています。
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「首都高で三浦に行こう」観光物産展

三浦半島周遊ピクニック「チャリピク」の新たな魅力を伝える多言語ツアーガイド養成と
三浦野菜を活用したアウトドアメニュー・土産商品開発事業

を行うとともに、武将印・三浦一族ｰその滅亡の歴史ｰの販売や、切り干し大根をはじめとしたドライベジを販
売し、来場される多くのお客様にお買い求めいただくとともに、三浦市の魅力を発信することで、県外・県内
からの来訪意欲喚起に有効な機会となりました。

11月17日(金)～20日(月)に、首都高速平和島パーキング
エリア(上り線)で、「首都高で三浦に行こう」観光物産展が開催
されました。

17日には三浦市が三浦国際市民マラソンをはじめとしたPRを、
18日は三浦海業公社が農産物販売などを行い、当協会は19
日～20日と出展しました。

三浦市観光マップをはじめとした各種パンフレット類の配布配架

みうらレンタサイクル運営協議会（事務局：三浦市観光協会）では、昨年商品造成を行った “チャリピ
ク” を、今年はインバウンド向けに磨き上げを行うべく、各種事業に取り組んでいます。
11月12日(日)～13日(月)には、台湾出身者を招請して現地視察を行い、ネイティブ目線でコンテンツ
造成にて良かったポイント、改善ポイントを洗い出し、モニターツアーとその先の販売に向けて磨き上げを実施。
また、11月23日(木)から、三浦市民交流センターの実施する「ニナイテカレッジ」にて、『チャリピクガイド養
成講座』を開講しました。
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三団体（三浦市・三浦海業公社・三浦市観光協会）営業

令和5年度みうら観光写真コンクールを開催します

11月14日(火)～15日(水)、長野県長野市・須坂市へシティセールスに行ってまいりました。
14日は長野市内の旅行会社3社を廻り三浦市への教育旅行や観光バスツアーの受入れ打診を、翌日は須
坂市役所商業観光課を訪問、教育旅行や観光バスツアーの受入れについて様々な意見交換を行い有意義
な情報交流の場となりました。
●姉妹都市関連●
来年度は三浦市と須坂市の姉妹都市提携50周年にあたります。市民ツアーの実施など調整を行います。
●観光・商業連携●
双方のイベント等への出展を継続します。11月19日(日)には、三浦市民まつりに須坂市が出展されました。

三浦市観光協会 先進事例視察

11月16日(木)、当協会の先進事例視察を実施しました。
湘南ベルマーレひらつかビーチパークでは、平塚市都市整備部みどり公園・水辺課職員の方にご説明を依
頼し、海岸の通年有効利活用の事例をご紹介いただきました。
熱海市内では、まちづくりのNPO法人atamistaにアテンドを依頼し、観光再生V字回復の実例を見なが
ら街歩きを実施。街歩きの中では、商店街の空き店舗を活用した町おこしイベントの事例や、町おこしイベ
ントを契機とした住民と移住者との融和など、活発な意見交換が行われました。
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